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【内 容】 

 マグネシウム（Mg）は実用化されている金属の中で最も軽く、比強度にも優れているため、次世代の

構造材料として注目されています。しかし、塩素が不純物として残留すると耐食性が低下することに加

え、Mg 材料中の塩素の含有量やその分析方法に関する規定がないことが問題になっていました。そこで

本研究では、複数の手法で Mg疑似試料の塩化物イオン濃度を測定し、実試料に適用できる測定手法を調

べました。その結果、硝酸銀比濁法を用いて実試料を測定するためには、試料調製の条件に応じた測定波

長や酸濃度を検討する必要があることが明らかになりました。本研究で得られた知見は、Mg材料中の塩

素分析方法の規格化に役立つことが期待されます。 
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